
市税  市民税や固定資産税など

分担金及び負担金  保育料など

使用料及び手数料  �施設使用料や戸籍等の証
明書交付手数料など

財産収入  貯金利子や市所有物の売却収入など

寄附金  寄附でいただいたお金

繰入金  ほかの会計から繰り入れしたお金

繰越金  前年度残ったお金

諸収入  貸付金の元利収入など

地方消費税交付金  �消費税から一定の基準で
地方に交付されるお金

地方交付税  �地域間の財政力格差を調整する
ために国から交付されるお金

国庫支出金  �特定の事業に対し、国から交付
される補助金など

県支出金  �特定の事業に対し、県から交付さ
れる補助金など

市債  大きな事業を行うために借り入れるお金

その他  地方譲与税、各種交付金など

歳入総額 歳出総額 差引額 繰越財源 実質収支額

3 年度 227億2,650万9千円 221億6,620万6千円 5 億6,030 万3 千円 6,139 万2 千円 4 億9,891 万1 千円

2 年度 264 億4,975 万円 260億1,776万3千円 4 億3,198 万7 千円 2,312 万5 千円 4 億886 万2 千円

増減額 ▲ 37億 2,324万 1千円 ▲ 38億 5,155万 7千円 1 億2,831 万6 千円 3,826 万7 千円 9,004 万9 千円

基金現在高
　財源不足への備えや、地域振興などの特定目的に活用
するための積立金の現在高。

31 億1,650 万6 千円

地方債現在高
　道路、河川、学校などの施設整備のために借り入れた
地方債（長期借入金）の現在高。

232 億2,242 万6 千円

財政力指数
　財政力を表す指標で、「標準的な行政を行うために必要
な財源に対する市税などの自主財源の割合」の過去 3 か
年の平均値。「1」に近いほど財源に余裕があり、地方交
付税や補助金などへの依存度が高いほど低い数値になり
ます。
　仙北市は市税の割合が歳入の 11.6％で、県内の多くの
市町村と同様、地方交付税への依存度（40.6％）が高く
なっています。

0.259

経常収支比率
　財政構造の弾力性を表す指標で、市税や地方交付税な
ど（一般財源）を人件費や扶助費、公債費など（経常的経費）
にどのくらい割り当てられているかを表す指標。この比
率が高いほど、財政は硬直化していることになります。
　仙北市は昨年度（95.8％）と比較し 2.6％改善してい
ます。

93.2 ％

実質公債費比率
　標準的な行政サービスを行うための財政規模（標準財
政規模）に対する市の借金返済金（公債費※地方債の元
利償還金、下水道や病院などの元利償還金に対する負担
金、繰出金なども含む）の割合。この比率が高いほど、
財政の硬直性が高く、18％未満が望ましいとされ、25％
を超える団体は地方債の一部が制限されます。
　仙北市は昨年度（9.9％）と比較し 0.6％改善しています。

9.3 %

227億2,650万9千円歳入

県支出金

その他

分担金及び
負担金

自主財源　28.4% 依存財源　71.6%

使用料及び手数料

財産収入

諸収入

地方消費税交付金

繰越金

2 億3,827 万3 千円

2 億2,755 万6 千円

7 億1,264 万5 千円

6 億4,500 万3 千円 15 億491 万1 千円

地方交付税
92 億2,796 万円

17 億
980 万

8 千円

4 億1,163 万2 千円

3,041 万9 千円 2,385 万2 千円

市税
26 億

4,367 万
8 千円

11 億4,037 万4 千円

市債

決算をお知らせします

維持補修費

普通建設
事業費

災害復旧事業費

投資及び出資金
貸付金

6 億7,942 万1 千円

4 億470 万8 千円
3 億7,430 万円

94 万1 千円

人件費
物件費 扶助費

補助費等
公債費

繰出金
36 億9,343 万4 千円

22 億
4,649 万

3 千円

14 億
8,595 万

8 千円

49 億9,463 万7 千円
20 億
8,507 万

1 千円

28 億
4,416 万

9 千円

19 億
4,674 万

6 千円

総額

財政状況を測る「ものさし」

令和 3 年度普通会計決算統計からみた仙北市の財政指標

問 仙北市財政課  ☎ 43-1113

国庫支出金
27 億

7,355 万1 千円

一般会計

　令和3年度一般会計の決算額は、歳入総額227億2,650万9千円、
歳出総額 221 億 6,620 万 6 千円、歳入歳出の差引が 5 億 6,030 万
3 千円です。
　これから次年度に繰り越した事業の財源 6,139 万 2 千円を差し
引き、4 億 9,891 万 1 千円の黒字となりました。

歳入総額－歳出総額－繰越財源

▶

▶

▶

▶

▶

221億6,620万6千円歳出（性質別） 総額一般会計

繰入金
14 億
3,684万

7 千円

14 億1,032 万8 千円

寄附金

積立金

実質収支額は実質収支額は
44 億億 9,8919,891万万11千円 千円 の黒字の黒字

労働費
農林水産業費

商工費

議会費
1 億5,440 万円 6,780 万7 千円

10 億4,329 万9 千円

総務費 民生費 衛生費

43 億4,617 万6 千円
29 億
4,681 万7 千円55 億8,731 万2 千円

土木費
22 億

5,704 万
6 千円

教育費 15 億1,048 万5 千円

公債費
20 億
8,507 万

1 千円

8 億3,311 万7 千円消防費

13 億3,467 万6 千円

歳出（目的別）一般会計

令和 3 年度

用 語 解 説

道路や公園の整備などまち
づくりのためのお金

火災・自然災害などの防災
活動のためのお金

学校などの整備や教育振興
のためのお金

観光や商工業の振興のため
のお金市議会運営のためのお金議議会費 6,307 円

行政運営のためのお金 177,540円総務費

子どもやお年寄り、体の不
自由な方などの福祉のため
のお金

228,240円民生費

ごみ処理や市民の健康のた
めのお金 120,376円衛生費

働く機会の確保や労働環境
を改善するためのお金 2,770 円労働費

農林水産業の振興と育成
のためのお金

農林
水産業費 54,521 円

商工費 42,618 円

土木費 92,200 円

消防費 34,033 円

教育費 61,703 円

市の借入金の返済のための
お金公債費 85,174 円

内訳は…。内訳は…。合計 905,482円

令和 4 年 3 月 31 日現在の人口 24,48024,480 人人で計算で計算

人口 1 人当たりに換算すると…。人口 1 人当たりに換算すると…。
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表紙の写真から表紙の写真から 障がい者スポーツを障がい者スポーツを体験体験
体育館に歓声響く

　
10
月
８
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん

ぼ
く
校
で
誰
で
も
楽
し
め
る
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
同
校
の
同
窓
生
が
集

ま
り
交
流
を
深
め
る
「
せ
ん
ぼ
く
桜

ス
ク
ー
ル
」
を
兼
ね
て
開
催
。
同
窓

生
の
ほ
か
、
指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
・
愛
仙
の
利
用
者
や
地

域
の
方
な
ど
21
人
が
参
加
し
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
は
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
３
×
３
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
４
種
目
の
区
画

が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は
興
味
の
あ

る
種
目
を
体
験
。卓
球
バ
レ
ー
と
ボ
ッ

チ
ャ
で
は
、
秋
田
県
の
社
会
教
育
主

事
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
好
プ

レ
ー
が
出
る
と
歓
声
が
上
が
る
な
ど

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
同
窓
生

の
大
柄
喜
保
さ
ん
は
「
参
加
し
た
皆

さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
、

ま
た
愛
仙
利
用
者
の
藤
本
拓
也
さ
ん

は
「
卓
球
バ
レ
ー
が
楽
し
か
っ
た
の

で
、
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
窓
会
会
長
の
林
将
広
さ
ん
は「
４

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

機
会
が
あ
る
と
い
い
と
思
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

赤
と
青
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
目
標
と
な
る
白

い
ボ
ー
ル
に
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ボ
ッ

チ
ャ
。

卓
球
バ
レ
ー
は
、
１
チ
ー
ム
６
人
で
ネ
ッ
ト
を

挟
み
、
イ
ス
に
座
っ
て
ボ
ー
ル
を
打
ち
合
い
ま

す
。

仙
北
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
を
世
界
へ
発
信

佐さ

と

う藤 
成な

り
ま
さ真 

さ
ん

　
仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

佐
藤
成
真
さ
ん
が
着
任
し
、
10
月
３
日
、

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
仙
北
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
９
人
の
協

力
隊
員
を
受
け
入
れ
、
佐
藤
さ
ん
が
10

人
目
と
な
り
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
動
画
編
集
の

仕
事
を
し
て
お
り
、
日
本
国
内
の
会
社

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
さ
い
た
ま
市
生
ま
れ

で
、
親
の
仕
事
の
関
係
で
9
歳
か
ら
７

年
間
、
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
、

バ
ー
ズ
タ
ウ
ン
で
育
ち
ま
し
た
。
帰
国

後
は
、
福
島
県
内
の
高
校
を
卒
業
、
そ

の
後
は
秋
田
市
の
国
際
教
養
大
学
に
進

学
し
て
２
０
２
１
年
３
月
に
卒
業
し
て

い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
秋
田
市
の
古
民

家
に
友
人
や
後
輩
と
シ
ェ
ア
し
な
が
ら

住
み
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
動
画
編
集
の
仕
事
は
高
速

回
線
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
一
度
、
茨

城
県
に
移
住
し
た
も
の
の
大
学
在
学
中

に
訪
れ
た
乳
頭
温
泉
郷
や
田
沢
湖
の
自

然
を
思
い
出
し
、
田
舎
暮
ら
し
を
し
た

い
と
強
く
思
っ
た
そ
う
で
す
。

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
佐
藤
さ
ん
の
業
務
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
主

に
な
り
ま
す
。
そ
の
業
務
を
行
い
つ
つ

「
武
家
屋
敷
な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
、
英

語
の
字
幕
を
入
れ
て
説
明
す
る
よ
う
な

映
像
の
配
信
な
ど
、
得
意
な
語
学
を
活

か
し
た
い
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
た
め
に
も
、
編
集
に
と
ど
ま
ら
ず
、

撮
影
に
も
取
り
組
み
た
い
」
と
、
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
田
口
市
長
か
ら
も
「
動
画
編
集
の
プ

ロ
と
聞
い
て
お
り
、
観
光
資
源
が
豊
富

で
日
本
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
こ
の
仙

北
市
の
魅
力
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
届
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
で

も
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

初めまして !
地域おこし協力隊に

着任しました

会計名 区分 収入 支出 差引

病院事業
収益的収支 46 億3,049 万1 千円 49 億2,564 万4 千円 ▲ 2 億9,515 万3 千円

資本的収支 3 億7,730 万8 千円 6 億807 万9 千円

温泉事業
収益的収支 4,502 万4 千円 4,932 万8 千円 ▲ 430 万4 千円

資本的収支 6,111 万1 千円 6,298 万1 千円

水道事業
収益的収支 4 億7,286 万7 千円 5 億7,990 万7 千円 ▲ 1 億704 万円

資本的収支 4 億5,703 万1 千円 6 億6,095 万円

下水道事業
収益的収支 8 億4,239 万8 千円 9 億2,514 万7 千円 ▲ 8,274 万9 千円

資本的収支 6 億1,266 万6 千円 7 億9,053 万8 千円

※収益的収支については、消費税及び地方消費税を除く（損益計算書から）。

会計名 歳入総額
(A)

歳出総額
(B)

歳入歳出差引額 (C)
(A-B)

繰越事業費
繰越財源 (D)

実質収支額
(C-D)

集中管理 41 億8,162 万3 千円 41 億8,162 万3 千円 0 円 0 円 0 円

国民健康保険
（事業勘定） 31 億3,208 万2 千円 29 億4,437 万8 千円 1 億8,770 万4 千円 0 円 1 億8,770 万4 千円

国民健康保険
（神代診療施設勘定）

9,171 万2 千円 9,168 万1 千円 3 万1 千円 0 円 3 万1 千円

後期高齢者医療 3 億3,726 万2 千円 3 億3,716 万円 10 万2 千円 0 円 10 万2 千円

介護保険 4 億5,560 万7 千円 4 億5,552 万7 千円 8 万円 0 円 8 万円

生保内財産区 1 億1,737 万5 千円 1 億671 万6 千円 1,065 万9 千円 0 円 1,065 万9 千円

田沢財産区 6,172 万2 千円 5,258 万9 千円 913 万3 千円 0 円 913 万3 千円

雲沢財産区 1,052 万円 880 万9 千円 171 万1 千円 0 円 171 万1 千円

収益的収支とは…
　地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に発生す
ると見込まれるすべての収益とそれに対応するすべての費
用のことです。したがって、減価償却費のように現金支出
を伴わない支出についても費用に含まれます。

資本的収支とは…
　効果が次期以上におよび将来の収益に対応する支出とそ
の財源となる収入のことです。施設の整備や企業債の償還
元金などの支出、これに要する資金としての企業債収入な
ども資本的収支に含まれます。

決算は仙北市ホームページからもご覧いただけます
（https://www.city.semboku.akita.jp/government/information/kessanjyokyo.html）

収入・支出公営企業会計

歳入・歳出特別会計

令和 3 年度
決算状況

用 語 解 説
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仙
北
市
で
は
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
事
業

「
人
の
流
れ
と
新
た
な

時
代
を
つ
く
る
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
促

進
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、

市
内
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育

成
や
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
で

き
る
方
と
で
き
な
い

方
の
間
に
生
じ
る
情
報

格
差
の
解
消
を
目
指
し

て
、
一
連
の
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
３
日
と
10
月
１

日
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
実
際
に
操

作
し
な
が
ら
基
本
操
作

の
習
得
を
目
指
す
、
初

心
者
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
角
館
交
流

セ
ン
タ
ー
と
田
沢
湖
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
各

２
回
の
全
４
回
の
講
座

を
実
施
し
、
多
く
の
受

講
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
講
座
で
は
、
ス
マ
ホ

の
基
本
操
作
や
カ
メ
ラ

操
作
、
地
図
ア
プ
リ
の

使
い
方
な
ど
に
加
え

て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

な
ど
の
紹
介
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
う
ま
く
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
、
積

極
的
に
質
問
さ
れ
、
講

師
と
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
が
そ
れ
に
応
え
て
、

丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

初
心
者
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
実
践
的
に
習
得

個
別
フ
ォ
ロ
ー
の
様
子
。

　

10
月
９
日
、
仙
北
市
ふ
る

さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
仙
北
市
の
定
住
促
進
や
観

光
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興
を
図
る
た

め
に
、首
都
圏
な
ど
を
中
心
に
、

仙
北
市
出
身
者
や
仙
北
市
の

自
然
、
文
化
、
歴
史
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
方
々
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
仙
北
市
ふ
る
さ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
以
降
、
令
和
２

年
度
は
中
止
、
令
和
３
年
度

は
書
面
開
催
だ
っ
た
た
め
、
３

年
ぶ
り
に
顔
を
見
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
対

応
が
難
し
い
方
向
け
に
移
住
・

交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
（
東
京

都
中
央
区
）
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
を
準
備
。
市
役
所
角
館
庁

舎
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
、サ
ポ
ー

タ
ー
の
ご
自
宅
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
ぎ
、
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
と
市
役
所
職
員
な
ど
合

わ
せ
て
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 ふ

る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

首
都
圏
な
ど
か
ら
仙
北
市
の
定
住
促
進
、

観
光
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興
を
目
指
し
てオンライン会議の様子（画面中

央は東京サテライト会場）。

　
会
議
で
は
、
仙
北
市
か
ら

角
館
の
お
祭
り
の
曳
山
運
行

や
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
３
年
ぶ

り
の
実
施
の
ほ
か
、
角
館
地

区
の
よ
ぶ
の
る
角
館
と
田
沢

湖
地
区
の
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ

の
Ａ
Ｉ
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
取
り

組
み
な
ど
の
近
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
仙
北
市
の
近
況

に
興
味
を
持
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
活
発
に
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も

Ａ
Ｉ
配
車
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
将
来
仙
北
市
に
戻
っ
た
際

に
そ
の
よ
う
な
交
通
サ
ー
ビ

ス
が
あ
れ
ば
助
か
る
な
ど
の

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
仙
北
市
ふ
る
さ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
は
、株
式
会
社
ウ
フ
ル（
東

京
都
港
区
）
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式

会
社
（
同
）
と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

作
り
、
令
和
３
年
度
よ
り
国
交
省
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
。
同
事

業
で
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
て

市
内
の
広
範
な
エ
リ
ア
の
防
災
情
報

や
被
災
状
況
を
一
元
把
握
す
る
仕
組

み
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
市
民
や
市
内
事

業
者
が
保
有
す
る
ホ
ビ
ー
用
ド
ロ
ー

ン
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
内

全
域
の
速
や
か
な
状
況
把
握
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
10
月
７
日
に
ド
ロ
ー
ン
を
保

有
す
る
市
民
や
市
内
事
業
者
の
協

力
を
得
て
、
田
沢
湖
高
原
ス
キ
ー
場

跡
地
の
市
指
定
ド
ロ
ー
ン
飛
行
エ
リ

ア
で
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
実
証
実
験
に
は
、
令
和
３
年
７
月

の
熱
海
土
石
流
災
害
で
ド
ロ
ー
ン
空

撮
画
像
な
ど
か
ら
捜
索
活
動
に
役

立
つ
地
図
状
の
画
像
を
作
成
し
て
災

害
対
策
本
部
へ
提
供
す
る
な
ど
の
活

躍
を
さ
れ
た
株
式
会
社
テ
ラ
・
ラ
ボ

が
参
加
し
ま
し
た
。
同
社
の
技
術
面

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ド
ロ
ー
ン

の
実
証
飛
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

実
証
実
験
で
は
、
ホ
ビ
ー
用
ド
ロ
ー

被
災
状
況
把
握
の
ド
ロ
ー
ン
実
証
実
験

ド
ロ
ー
ン
を
保
有
す
る
市
民
や
市
内
事
業
者
と
協
力

ン
の
空
撮
画
像
を
効
率
よ
く
重
ね
合

わ
せ
、
傾
き
や
ゆ
が
み
の
な
い
精
細

な
地
図
状
の
画
像
に
す
る
方
法
を

探
り
ま
し
た
。
こ
の
方
法
を
活
用
で

き
れ
ば
、
平
成
25
年
8
月
に
供
養

佛
地
区
で
発
生
し
た
よ
う
な
土
砂
災

害
が
起
き
た
場
合
、
空
撮
画
像
を
合

成
し
た
地
図
状
の
画
像
と
住
宅
地

図
な
ど
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

迅
速
か
つ
効
率
的
な
捜
索
を
行
う
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
空
撮
の

後
、
ア
ル
パ
こ
ま
く
さ
に
場
所
を
移

し
て
、
模
擬
災
害
対
策
本
部
を
置
く

市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
地
図
状
に
合
成
し
た
画
像
を
共
有

し
ま
し
た
。
平
面
で
高
低
差
が
分
か

ら
な
い
と
い
う
課
題
は
あ
り
ま
し
た

が
、
単一の
空
撮
写
真
で
分
か
ら
な
い

俯
瞰
的
で
、
か
つ
、
地
図
と
重
ね
ら

れ
る
精
度
の
画
像
を
得
ら
れ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
実
証
実
験
の

結
果
は
引
き
続
き
精
査
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。ドローン飛行の様子。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
９
月
19
日
、国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
曲
よ
り
、

認
証
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
仙
北
市
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
児
童
図
書
（
10
万
円
相
当
分
）
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
は
田
口
市

長
が
出
席
し
、
同
団
体
か
ら
目
録
を
拝
受
し
ま
し

た
。

　
同
団
体
か
ら
は
、
平
成
30
年
６
月
26
日
に
も
児

童
図
書
（
10
万
円
相
当
分
）
を
寄
贈
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
回
で
２
度
目
と
な
り
ま
す
。

　
９
月
13
日
に
は
、仙
北
市
在
住
の
会
員
も
含
め
、

５
人
の
会
員
の
方
々
が
角
館
庁
舎
を
来
訪
し
、
納

品
さ
れ
た
図
書
の
確
認
や
図
書
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る

作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
早
速
、
各
ク
ラ
ブ
児
童
は
、
寄
贈
さ
れ
た
新
し

い
本
を
熱
心
に
読
ん
で
い
ま
す
。

放課後児童クラブに児童図書を
寄贈いただきました

国際ソロプチミスト大曲から

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
曲
の
皆
さ
ん
。

　
10
月
11
日
、
仙
北
市

と
大
仙
市
一
部
の
郵
便

局
長
10
人
か
ら
な
る
秋

田
県
東
部
地
区
郵
便
局

長
会
仙
北
北
部
会
よ
り

ノ
ー
タ
ッ
チ
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
（
非
接
触
型
自

動
手
指
除
菌
消
毒
器
）

と
消
毒
液
一
式
４
セ
ッ

ト
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
雲
沢
郵
便
局
長
で
部

会
長
の
石
川
博
之
さ
ん

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

経
る
中
で
も
少
し
で
も

安
心
し
て
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

可動式ノータッチディスペンサー
一式を寄贈いただきました

秋田県東部地区郵便局長会仙北北部会から

田沢郵便局の浅利文彦局長（中央）から受け取る田
口市長（左）。右は中川郵便局の石塚仁局長。

　10 月 2 日、八乙女運動公園テニスコート（大
仙市）で第 16 回仙北市ソフトテニス大会が開
催され、38 ペア総勢 76 人が参加しました。
参加者は、熱戦を繰り広げ、大会は大いに盛り
上がりました。結果は左記のとおり。（敬称略）

第16回仙北市ソフトテニス大会

大
会
の
様
子
。

優　 勝　武藏勇亨・高橋司（角館クラブ・田沢湖クラブ）
第 2 位　後藤一哉・高橋辰也（角館クラブ・同）
第 3 位　佐藤明広・鈴木裕介（西木クラブ・田沢湖クラブ）

第
１
部

優　 勝　新山基紀・猪本幸夫（角館クラブ・同）
第 2 位　西宮涉生・進藤天翔（西明寺中・同）
第 3 位　伊藤雅英・高橋輝昭（田沢湖クラブ・同）

第
２
部

優　 勝　澤山こころ・齋藤いちか（西明寺中・同）
第 2 位　安藤愛・三嶋愛美（神代中・同）
第 3 位　髙橋好彦・高藤久晴（角館クラブ・田沢湖クラブ）

第
３
部

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
30
日
、
堀
川
清
子
さ
ん

（
田
沢
湖
田
沢
）
が
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
自
宅

で
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
仙
北
市
か
ら
お
祝
い

と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

百
寿

清
子
さ
ん
（
中
央
）
に
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

堀
川
清
子

堀
川
清
子
さ
ん
さ
ん

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
10
月
４
日
、「
公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
表

彰
」
で
た
ざ
わ
湖
防
犯
巡
回
隊
が
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

賞
を
受
賞
し
、
田
沢
湖
庁
舎
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、地
域
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、安
全・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

　
同
隊
は
平
成
16
年
４
月
に
設
立
。
長
年
に
わ
た
り
生
保
内

小
学
校
の
下
校
時
間
帯
に
青
色
回
転
灯
装
備
車
で
通
学
路
な

ど
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
月
初
め
に
は
校
門

で
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
佐
々
木
和
幸
隊
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
事
故
や
事
件
に
あ

わ
ず
安
心
し
て
下
校
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
動
く
防
犯

看
板
と
し
て
見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

安全・安心なまちづくりに貢献

たざわ湖防犯巡回隊が全国表彰受賞
左
か
ら
、
田
口
市
長
、
た
ざ
わ
湖
防
犯
巡
回
隊
の
佐
々
木

和
幸
隊
長
、
佐
々
木
誠
子
副
隊
長
、
事
務
局
の
黒
澤
文
喜

さ
ん
。

　

10
月
14
日
、
キ
ノ
コ
採

り
に
よ
る
遭
難
事
故
が
増

え
る
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
、

仙
北
警
察
署
と
仙
北
市
は

遭
難
事
故
防
止
に
向
け
て

入
山
者
へ
安
全
を
呼
び
か

け
る
た
め
、
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
９
時
か

ら
10
時
頃
に
か
け
て
仙
北

警
察
署
員
と
市
消
防
団
女

性
消
防
団
員
が
生
保
内
字

下
高
野
付
近
で
秋
田
駒
ヶ

岳
方
面
へ
向
か
う
方
々
に

遭
難
事
故
防
止
な
ど
の
注

意
を
促
す
チ
ラ
シ
を
配
布
。

通
り
か
か
っ
た
車
両
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
キ
ノ
コ
採
り

遭
難
の
注
意
を
呼
び
か
け

た
ほ
か
、
秋
田
焼
山
で
は

火
山
ガ
ス
が
噴
出
・
滞
留

し
て
い
る
危
険
エ
リ
ア
が

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
入
山

の
際
の
注
意
も
あ
わ
せ
て

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
キ
ノ
コ
採
り
で
入
山
す

る
際
は
、
無
理
せ
ず
下
記

の
こ
と
に
注
意
し
、
安
全

な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 入

山
者
に
注
意
注
意
を
呼
び
か
け

キ
ノ
コ
採
り
遭
難
・

秋
田
焼
山 

火
山
ガ
ス
に
注
意
！

入山の際の注意点
 家族に行き先を必ず伝える
 複数で入山する
 �遭難した時に備えて、携帯電話、水、食料、白色タ
オルを持参する（1 番目立つ色は白です）
 �日没が早くなっているので、早めの下山を心がける
 自分の体力、体調にあわせた行動をする

ク
マ
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　10 月 1 日、インスペック株式会社が SDGs の目標 11「住み続けら
れるまちづくりを」のテーマのもと、桜並木駐車場から武家屋敷通りに
向かう道路周辺で清掃活動を行いました。
　同社は、昨年から SDGs について学び、社内で組織する IGs 委員会を
中心に、日常的にどの項目で貢献できるかを考えた取り組みを実践して
います。
　清掃活動は、昨年に引き続き 2 回目の実施で、当日は社員やその家族
など大人 23 人と子ども 9 人の計 32 人が参加。歩道などに散らばった
落ち葉を集めたり、車道と歩道の境目に生えた雑草の除草作業などに汗を流しました。作業を終えるころには、団体で訪
れた観光客の皆さんがきれいになった歩道を歩いて武家屋敷の観光に向かっていました。
　同社ではこの取り組みのほか、農家の皆さんが収穫して自宅で処理しきれない野菜を会社に持ち寄り、希望する社員へ
配ることで野菜の無駄をなくすフードロス対策の活動なども行っています。これからも、地域社会に貢献できる活動を継
続していくことにしています。

インスペック株式会社が地域貢献活動SDGs の取り組み

清
掃
活
動
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
を
実
践
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
藤
村
愛
歩
さ
ん
。

ク
ス
ロ
ー
。
今
年
か
ら
同
競
技

を
始
め
た
と
い
う
石
川
さ
ん
は
、

夏
休
み
の
駅
伝
練
習
の
合
間
に

練
習
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。

　
全
国
大
会
に
向
け
て
石
川
さ

ん
は
「
全
県
大
会
で
は
優
勝
で

き
た
け
れ
ど
も
、
思
う
よ
う
な
記

録
が
残
せ
な
か
っ
た
。
全
国
大
会

で
は
普
段
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
全
力

で
投
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
な
お
、「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
53
回
Ｕ

藤
村
愛
歩
さ
ん（
神
代
中
3
年
）が
最
優
秀
賞

第
73
回
大
曲
仙
北
中
学
校
英
語
暗
唱
弁
論
大
会

　
８
月
26
日
、
大
曲
中
学
校
（
大

仙
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
73
回

大
曲
仙
北
中
学
校
英
語
暗
唱
弁
論

大
会
」
で
神
代
中
学
校
の
藤
村
愛

歩
さ
ん
（
３
年
）
が
暗
唱
の
部
で

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
英
語
の
上
達
や
国
際
親
善
な
ど

を
目
的
に
行
わ
れ
る
同
大
会
。
藤

村
さ
ん
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い

た
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の
マ
ラ
ラ
・
ユ

ス
フ
ザ
イ
さ
ん
の
英
語
ス
ピ
ー
チ

「Education First（
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
）」
を
暗

唱
し
ま
し
た
。

　

全
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
教

育
を
と
訴
え
た
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
ス

ピ
ー
チ
。
藤
村
さ
ん
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
先
生

と
一
緒
に
練
習
に
励
ん
だ
そ
う
で

す
。

　
大
会
を
振
り
返
っ
て
藤
村
さ

ん
は
「
大
勢
の
人
前
で
話
す
こ
と

が
苦
手
で
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
マ

わ
た
し
の
主
張
２
０
２
２　
ー
第
44
回
少
年
の
主
張
秋
田
県
大
会
ー

高
田
菜
花
さ
ん（
神
代
中
3
年
）が
最
優
秀
賞

戸
澤
悠
稀
さ
ん（
西
明
寺
中
3
年
）が
優
秀
賞

　

９
月
20
日
、
土
﨑
中
学
校
（
秋
田

市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
わ
た
し
の
主

張
２
０
２
２
―
第
44
回
少
年
の
主
張

秋
田
県
大
会
―
」
に
出
場
し
た
神
代

中
学
校
の
高
田
菜
花
さ
ん
（
３
年
）

が
見
事
最
優
秀
賞
に
、
西
明
寺
中
学

校
の
戸
澤
悠
稀
さ
ん
（
３
年
）
が
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
中
学
生
に
物
事
を
論

理
的
に
考
え
る
力
や
自
ら
の
主
張
を

正
し
く
伝
え
、
理
解
し
て
も
ら
う
力

な
ど
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
県
か
ら
地

区
大
会
を
勝
ち
上
が
っ
た
13
人
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
県
南
地
区
大
会
で
の
優
秀
賞
を
経

て
全
県
大
会
へ
の
出
場
と
な
っ
た
高

田
さ
ん
は
「
風
も
月
も 

人
も
同
じ
」

を
テ
ー
マ
に
主
張
。
台
湾
の
学
生
と

の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
き
っ
か
け
に

台
湾
と
中
国
の
関
係
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

な
ど
の
世
界
の
情
勢
に
目
を
向
け
、

国
の
違
い
は
あ
っ
て
も
同
じ
人
間
と

し
て
違
い
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戸
澤
さ
ん
は
、
多
様
性
を

テ
ー
マ
に
、
そ
の
向
き
合
い
方
に
つ

い
て
主
張
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
代
表
と
し
て
北
海
道
・
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
出
場
（
ビ
デ
オ

審
査
）
し
た
高
田
さ
ん
は
「
ビ
デ
オ

審
査
は
、
観
客
の
前
で
発
表
し
た
県

南
大
会
、
全
県
大
会
と
環
境
は
違
っ

た
が
、
自
分
が
主
張
し
た
い
こ
と
を

は
っ
き
り
と
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う

に
発
表
で
き
た
と
思
う
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
戸
澤
さ
ん
は
「
わ
た
し
の
主
張
を

通
じ
て
、
自
分
と
は
違
う
考
え
方
や

視
点
を
も
つ
様
々
な
主
張
を
聞
き
、

日
常
生
活
で
も
多
く
の
視
点
か
ら
物

ご
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

優秀賞に輝いた戸澤悠稀さん。 最優秀賞に輝いた高田菜花さん。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

第
53
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
秋
田
県
選
手
選
考
競
技
会

石
川
才
稀
さ
ん
（
神
代
中
2
年
）
が
優
勝

　

8
月
27
日
、
秋
田
県
立
中
央

公
園
県
営
陸
上
競
技
場
（
秋
田

市
）で
開
催
さ
れ
た「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

53
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
秋
田

県
選
手
選
考
競
技
会
」
の
ジ
ャ

ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
女
子
の
部
で

神
代
中
学
校
の
石
川
才
稀
さ
ん

（
２
年
）
が
優
勝
し
、
本
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
タ
ー
ボ
ジ
ャ
ブ
と
呼
ば
れ
る

羽
根
付
き
の
投
て
き
物
を
投
げ
、

そ
の
距
離
を
競
う
ジ
ャ
ベ
リ
ッ

16
陸
上
競
技
大
会
」
は
10
月
21

日
か
ら
23
日
の
日
程
で
愛
媛
県

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
ラ
さ
ん
の
主
張
を
み
ん
な
に

も
伝
え
た
い
と
思
い
な
が
ら
ス

ピ
ー
チ
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
石
川
才
稀
さ
ん
。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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